
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実践概要】 

【1】単元(活動)名： 

 道徳科：世界の人々と共に 「フーバーさん」【11月】 

 総合的な学習の時間：「国際親善について考えよう」【11月】 

 社会科：「世界の未来と日本の役割」～現地に根付いた支援～【2月】 

道徳科、総合的な学習の時間、社会科 

【2】単元目標： 

◯ 国際親善のために大切なことを理解し、自分にできることを考える事ができる。 

・ 互いの国をよく知り、認めあうことが国際親善につながることが分かる。【道徳科】 

    ・ 多様な角度から捉え、考える事ができる。【総合的な学習の時間】 

  ・ 国際社会における日本の役割について理解することができる。【社会科】 

 

 関連する学習指導要領上の目標 ※小学校学習指導要領より 

〇他国の人々や文化について理解し，日本人としての自覚をもって国際親善に努めること。 

【特別の教科 道徳 第２内容Ｃ主として集団や社会との関わりに関すること［国際理解・国際親善］ 

〔第５学年及び第６学年〕】 

  

〇実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で解題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・ 

表現することができるようにする。【総合的な学習の時間 目標（２）】 

  

〇～我が国と関係の深い国の生活やグローバル化する国際社会における我が国の役割について理解す 

るとともに～。【社会科 第６学年目標（１）】 

【3】 

単元の 

評価規準 

①知識及び技能 ・国際社会における日本の役割を理解することができる。 

②思考力、判断力、
表現力等 

・タンザニアの写真やエピソードを通して、日本との相違点や共
通点といった視点から情報を分析したり、友達と考えを交流さ
せたりすることができる。 

③学びに向かう力、
人間性等 

・国際親善で大切なことは何か考えることができる。 

 

氏名：半澤 敦司            学校名：福島県伊達市立梁川小学校 

担当教科：特別支援学級担任      実践教科：道徳科、総合的な学習の時間、社会科  

時間数：4 時間     対象学年：6 学年     人数：29 名（協力学級で実施） 

外国の人や文化に興味を持ち、 

正しく知ろうとする 



 

【4】 

単元設定の理 

由・単元の意 

義(児童/生徒 

観、教材観、 

指導観) 

【単元設定の理由】 

  今回は、道徳、総合的な学習の時間、社会科を横断する大単元で構想した。国際理

解や国際親善の要素を扱った学習内容は、道徳をはじめ、国語、社会科等、各教科に、

ある。しかし、各々の単元での学びが点としての存在で終わってしまうように感じ、

点在する学びが線でつながるようにしたいと考えた。 

そこで、道徳科の国際親善をテーマとした教材を起点に、その学びを総合的な学習

の時間で活かし、社会科で発展させるという構想をした。このように教科を横断した

捉えで学習を展開することで、子ども達の国際理解・国際親善という学びに一貫した

つながりをもたせることができるのではないかと考える。 

  児童は、テレビなどをよく観ている。特に、話題性のある人物や出来事などについ

ては、よく認識しているが、その背景などについては、関心が向いていない。メディ

アの情報をそのまま鵜呑みにしており、自分が外国を捉える際の視点を持ち合わせて

いない。 

  本単元は、児童が今後、グローバル化する社会を生きるための基礎となる内容と捉

えている。自分は外国をどう捉えるのか、自分のことをどう発信するのか、世界の人々

と共に生きていくために日本では、だれが、どのような活動をしているか等、これま

でに関心の向いていなかった見方・考え方に触れさせ、外の世界への扉を開けるきっ

かけとしたいと考えて本単元を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳科 

総合的な学習の時間 

社会科 

日

常

生

活 

日常生活、将来へ 

・外国への関心（視点） 

・学校や家庭での話題 

・朝の会の「気になるニュース」 

・職業への関心 



 

【単元の意義】 

  本単元の意義は、児童の他国あるいは他者への見方、考え方を豊かにすることにあ

る。道徳科においては、他国をよく知ることの大切さを学び、多面的な見方を知る。

その見方、考え方を生かして総合的な学習の時間では、タンザニアという国に触れる。

そして、社会科では、世界の中での日本の役割というまた別の視点からタンザニアを

捉える。このような学びを経験することで、国や人、物事を一面的にのみ捉えてしま

うのではなく、多面的に捉えることのよさを実感できるのではないかと考える。 

【児童／生徒観】 

  児童がもつ外国についての知識やイメージは、テレビなどメディアの影響を受けて

いることが多い。話題になった外国の政治家や芸能人など、なぜ知っているのかを問

うと、「テレビで観た。」という答えが多く、テレビ番組の意図したイメージをその

まま抱いているようであった。外国についての知識は、未学習のため多くはないが、

外国への興味は高く、いろいろな事を知りたがる傾向がある。 

また、児童は、これまでに各教科等を通して様々な学習形態で学びを積み重ねてき

ている。しかし、特定の児童が意見を発表する傾向があり、多くの児童が進んで自分

の考えを述べるようになることが期待される。 

【指導観】 

  本単元の指導に当たっては、児童が自分の見方・考え方に自信を持つこと、そして

見方・考え方が豊かになるよう指導を展開していきたいと考える。 

 指導に当たっては、単元の意義を踏まえ、以下の点について配慮していきたい。 

◯ 分かりやすさ 

  支援学級児童も含む交流及び共同学習となることや学級の実態から、目標や内容が

どの児童にとっても分かりやすいようにしたい。そのために、視覚教材の活用、簡潔

な目標と活動内容の設定、端的な指示や言葉掛けを行っていきたい。 

◯ 安心できる学習環境 

  些細な気付きでも自ら言葉に発することを強く価値づけていきたい。そのために

は、小まめに称賛をしていきたい。小さなつぶやき、考え込む姿、友達に疑問を投げ

かける姿など、学びに向かう姿を見逃さないようにしたい。認められることで、安心

して自分の考えを口にすることができるようになることを期待している。 

◯ 自らの気付きを引き出す工夫 

  児童の気付きを引き出して、言葉にさせたい。そのために、グループでの活動を設 

定する。児童がどのように考えてよいかわからなくなったとき、友達の発言が手がか 

りとなることがあるであろうと考える。友達の発言に付け加えるという形で発言の機 

会が生まれるのではないかと考える。また、写真を見るに当たっては、タブレットを 

使用する。タブレットは、拡大したり、焦点化したりするなど、児童のひらめきで思 

わぬ気付きが期待されるからである。 



 

【5】単元計画（全４時間）  

時 
『小単元名』 

学習のねらい 
学習活動 資料など 

１ 

 

『世界の人々と共に「フーバ
ーさん」』 
 

国際親善のために大切なこと

は何か考えることができる。 

 

 

◯ 教材の途中までを読み、和子の気持

ちの変化について、表情を描き込むこ

とで自分なりに考え、友達と考えを交

流する。 

 

◯ 国際親善で大切なことは何か話し合

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 和子とフーバーさんは、最後に握手

をしただろうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 振り返りをする。 

 

・ 教材の話題と
なるスイスについ
て、事前に概要を
知らせておく。 
 
 
 
 
・「国際親善」と
いう言葉の意味を
導入時に確認す
る。 
・ワークシート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 なんとな

く、気まずい

雰囲気だった

から握手はし

ないんじゃな

いかな。 

いいところも、

そうじゃないと

ころも知って仲

良くなる。 

 国じゃなく

て、自分の隣

の人と考えた

とき、どうだ

ろう？どれく

らい知ってる

かな？ 

本当のスイスを教

えてくれてありが

とうって握手する

と思う。 

 和子は、自分が

知らなかったスイ

スのもう半分を知

らされたことを前

向きにとらえたん

だね。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前半 

 

後半 

道徳教科書（東京書籍６年）より 



 

２・３ 
本時 

 

『タンザニアを知ろう』 

 

タンザニアについて、日本と

違う点同じ点の両面があるこ

とに気づく。 

 

１ 本時のめあてをとらえる。 

タンザニアの生活道具「キヌ、ン

チ」と日本の「すり鉢」との比較 

→「タンザニアと日本と比較して違

う点・同じ点を見つけよう」 

２ 写真やビデオ（施設や生活用品等を

中心に）から、違うところ、同じと思

うところを書き出す。 

３ グループ内で互いに話し合い、その

後全体で共有する。 

４ 見方や考え方次第で共通点が見つけ
られることを振り返る。 

 

・ キヌ、ンチ、

すり鉢 

・ 写真、ビデオ 

『タンザニアを知ろう』 
 

タンザニアの小学生と日本の

小学生の生活について共通点

がたくさんあることを知る。 

 

１ グループごとに、エピソードが書か

れた紙片をタンザニアと日本それぞれ

に振り分ける。※どうしてそう思った

かを押さえる。 

２ グループごとに発表し、最後に答え

合わせをする。 

３ 同じところがたくさんあることを振

り返る。 

４ 写真やビデオを見る。（タンザニアの

人を中心に） 

 

・エピソード紙片 

・感想用紙 

・写真、ビデオ 

４ 『「世界の未来と日本の役割」
～現地に根付いた支援～』 
 

日本が行っている NGO、

ODA を調べることを通し

て、日本が行っている国際協

力の今やこれからを考える事

ができる。 

１ 日本が過去にうけてきた海外からの

支援の様子の写真を通して、国際社会

の中で、日本は助けられながら今日に

至る事を知る。 

２ 本時のめあてを捉える 

３ 日本が行っている NGO、ODA につ

いてインターネットで調べる。 

４ 発表する。 

５ 教師からタンザニアでの事例を聞

く。 

 ・JICA の無償資金協力プロジェクト

「タザラ交差点改善計画」 

 ・バニラ事業 

 ・青年海外協力隊活動の様子 

５ 振り返り 

国際協力のこれからについて自分の考

えを書く。 

外務省ホームペー

ジ 



 

【6】本時の展開（２時間目） 

本時のねらい：タンザニアの写真から、グループでの話し合いを通して、日本と違う点、同じ点を見

つけることができる。  

過程・

時間 
教員の働きかけ・発問および学習活動 

・指導形態 

指導上の留意点 

（支援） 

資料（教材） 

導入 

(10 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ キヌ、すり鉢を比べて自分の感想を持つ。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本時のめあてをとらえる。 

  

 

３ グループごとに、タンザニアの写真を見て 

同じこと、違うことを話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 見比べているときのつ

ぶやきを多く取り上げ、

たくさんの見方や考え方

をしている点を大いに称

賛することにより、多様

な見方の価値付けをす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 道徳でスイスを２つの

側面から捉えた図を想起さ

せながら、児童の気付きを

「同じ」「ちがう」の２つの

観点から整理してみせ、め

あてへつなげる。 

◯ Ａ３を２枚合わせた紙

に写真を貼り、大きく余白

をとり、そこに気づいたこ

とをメモしていくようにす

る。 

 

 

 

キヌ、ンチ、 

すり鉢、すりこ

ぎ棒 

同じ・ちがうを見つけよう 



 

展開 

(20 分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

(15 分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 振り返りをする。 

  質問や感想を出し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ 児童が自ら見て考えよ

うとする姿を引き出すた

めに、小さなことでも積

極的に称賛していき、自

信を持たせるようにす

る。 

◯ 各グループででてきた

疑問などに答え、写真を

撮ったときの様子などを

補足することで、興味関

心が高まるようにする。 

 

 

 

 

◯ それぞれの発表や質問

をこまめに称賛し、自信

が持てるようにする。正

解があるわけではないの

で、視点を持てたことを

称賛する。 

 

○ グループ以外の子によ

る新たな視点からの感想を

「なるほど。」と共有する場

にする。 

【7】評価規準に基づく本時の評価方法 

各グループで、「同じ」「ちがう」という視点から気付きをしているか、話し合いの観察と気付きの

メモの内容によって評価した。 



 

【6】本時の展開（３時間目） 

本時のねらい：エピソードを読んで、日本・タンザニアどちらのものか考え、話し合うことを通して生

活の中にも相違点だけでなく共通点があることに気づくことができる。 

過程・

時間 
教員の働きかけ・発問および学習活動 

・指導形態 

指導上の留意点 資料（教材） 

導入 

 

１ めあてをとらえる。 

 「クイズです。この話は、日本かタンザニ

アどちらかです。どちらでしょうか。この時

間はどうしてそう思うの？という理由をみん

なでよく考えてほしいのです。」 

 

 

２ グループごとに、異なるエピソードにつ

いてどちらのものか話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ グループごとに自分たちが受け取ったエ

ピソードを紹介し、理由について発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 振り返り 

◯ 一つのエピソードを紹

介し、日本かタンザニア

か問いかけ、理由も引き

出すことで、本時のめあ

てへとつなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 理由を考えたことな

ど、グループごとによさ

を称賛する。 

 

 

○ 児童の発表から、日本と

タンザニアの生活の中に

は共通する部分もあるこ

とに気づかせる。 

エ ピ ソ ー ド カ

ード（文末参考

資料） 

 

【7】評価規準に基づく本時の評価方法 

 エピソードについて、日本かタンザニアを考えるとき、自分なりの理由を述べているか観察によって

評価をした。 

 

どちらのエピソードか考えよう。 

日本では、寄り道は

だめだから、これはタ

ンザニアじゃない？ 

【楽しかったこと】 

学校の帰りに友達とより道を

することがあって、それが楽し

かったです。 



 

【8】学習方法及び外部との連携 

◯ フォトランゲージ  

  本時では、写真を提示して、そこから「同じ」「ちが

い」を読み取る活動をした。その際、使用したのが、タ

ブレットである。タブレットのよさは、児童が興味を持

った部分を拡大するなど、自由な見方ができることで

ある。また、テレビでも大きく見せ、全体で共有できる

ようにした。このため、児童たちは細かい部分までよく

見て気付き、写真から多くを読み取って考える事がで

きた。 

  実際、写真から現地の女性が持つ袋に目をとめた児

童がいた。その気付きから、タンザニアではレジ袋の持

ち込みが禁止されていることを紹介することができ

た。 

◯ ものランゲージ 

  物は、観るだけでなく触ることもできるのが、フォト

ランゲージに比べてのよさである。触ったときの感覚

は児童の五感を大きく刺激する。本時では、児童がキヌ

やすり鉢を触って、実際にごまをすったりつぶしたりしてみて、体験を通した気付きをもつことがで

きた。 

10. 学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取組 

◯ 掲示 

  ６年生の授業が近くなってからは、６学年の廊下にタ   

ンザニアの教科書や布、地図等を展示した。また、図書  

室前の廊下など、全校生が通る場所に、キヌ・ンチを展 

示し、コショウの粒を置き、自由につぶす体験ができる 

ようにした。 

◯ 自分が出会ったタンザニアの紹介 

  パワーポイントで作成し、休み時間を利用して児童に   

見せ、研修での出来事などを話して聞かせた。タンザニアクイズなどを盛り込むことで、楽しくタン

ザニアに触れることができた。 

◯ 調理体験 

  昼休みに、ウガリづくりを試みた。調理法が児童にとって新鮮らしく、楽しそうにこねていた。味

は、苦い等いまひとつの反応だった。やはり、付け合わせが必要だった。まずいという印象をもたせ

てしまったのが失敗であった。児童に受けない味についての取り扱いは、丁寧に進める必要があった。 

   

 

 

 

 



 

【自己評価】 

11. 苦労した点 

 

◯ 実態把握 

 今回は、自分の担任する支援学級児童と共に、協力学級での実践だった。そのた

め、児童の実態がよく把握できなかった。どの児童がどのような反応をするのかは、

実際に自分が授業をしてみないと分からないものだからだ。そのため、事前に授業

ではなく、朝の会で５分ほど時間をいただき、協力学級で簡単なゲームなどをしな

がら実態把握に努めた。 

◯ 絞ること 

 学習の目標・内容をどう絞っていくかに悩んだ。今回の研修でのあまりに多くの

学び、学習指導要領、TICAD の開催・・・、児童に触れさせたい学びがたくさんあ

った。そんな中、今の児童に合ったテーマが道徳の教材だった。外国を理解する上

で欠かせない要素がそこにはあり、一貫した「国際親善で大切なこと・・・」とい

うテーマとして絞って設定することができた。その後の総合的な学習の時間、社会

科へと自然な流れでこのテーマを発展させていくことができた。 

12. 改善点 ◯ 時間配分 

 見たり、体験したりする活動に時間をかけたため、後半のまとめ、振り返りがで 

きなくなってしまった。授業前に十分見たり触ったりできる場を作っておくことで 

解消できるかもしれない。 

◯ 振り返り 

本時では、振り返りの時間が十分に確保できなかったが、児童にとって新鮮な学 

びとなることから、十分に時間を取り、児童の言葉を紡いで全体で共有できるとよ

かった。 

13. 成果が出た点 ◯ 児童の興味関心の広がり 

 本時で、タンザニアを取り上げたことで、アフリカやタンザニアへの関心は高ま

ったようだ。展示してある物について、値段や使い方について質問をしてくる児童

がいたり、授業を行っていないクラスの児童が、授業を行った友達から聞いた話で

質問してきたりするなどの姿が見ら

れた。 

◯ 物事の見方・考え方 

 今回、道徳で示した図を児童と共

有できるようになった。それは、一面

的な見方・考え方にとらわれず、多面

的に物事を考えていこうというイメ

ージを持てる図となり得たと感じ

た。この図が道徳、総合的な学習の時

間、社会科で登場したことで、これか

らの、物事の見方・考え方に役立って

行くと期待される。 



 

14. 学 び の 軌 跡

（ 児 童 生 徒 の 反

応、感想文、作文、

ノートなど） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15. 授業者による

自由記述 

◯仲介する者として 

 今回の実践において、子どもたちとの間に入る物や人次第で、その国の第一印象

が大きく変わってしまうことを強く感じた。特に今回のように授業での取り組みと

なると、その影響はさらに大きい。小学生という発達段階では、まず何を知るべき

なのかと考えたとき、貧困問題ではなかった。タンザニアで出会った人達の笑顔、

人柄などに心を打たれ、それを伝えたかった。直接そのことがテーマではなかった

ものの、児童の感想を読むと、そんな思いが少なからず届いていたようだった。 

 

 

 

 

 

参考資料：小学校学習指導要領 

     道徳副読本（６学年） 

      

 

 

 

 



 

エピソードカード 

タンザニア？日本？ 

【ドキドキしたこと】 

一緒に遊んでいた友達が先生にしかられたので、

ぼくもしかられると思ってドキドキした。 

【お手伝い】 

 お母さんが忙しいので、洗濯や食器洗いなんか

は、自分がやらないと大変。自分の仕事だと思っ

てる。 

【怖かったこと】 

 弟が、大きな病院に運ばれていったので、死ぬ

んじゃないかと思って、とても怖かった。 

【うれしかったこと】 

 お父さんが、私の大好きな食べ物とケーキを買

ってきてくれた。 

【家の人にほめられたこと】 

 お風呂掃除の手伝いをしてお父さんにほめら

れた。 

【楽しかったこと】 

 学校帰りによく寄り道するのが楽しいです。何

か買って食べることもあります。 

【家に帰ってから】 

 着替えて洗濯をします。そのまま遊びに行っち

ゃうと怒られます。 

【ペット】 

 自分の周りには、ペットを飼ってる人がいない

から、犬とかは、なんか怖いなあ。 

 

 


